
磐
田
市
総
合
計
画
と
は

　　

長
期
的
な
展
望
の
も
と
、
市
の
目
指

長
期
的
な
展
望
の
も
と
、
市
の
目
指

す
将
来
像
を
描
く
と
と
も
に
、
そ
の
実
現

す
将
来
像
を
描
く
と
と
も
に
、
そ
の
実
現

に
向
け
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
ま
ち
づ

に
向
け
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
実
施
す
る
施
策
や

く
り
を
進
め
る
た
め
に
実
施
す
る
施
策
や

事
業
体
系
と
内
容
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、

事
業
体
系
と
内
容
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、

市
の
最
上
位
の
計
画
で
す
。

市
の
最
上
位
の
計
画
で
す
。

　

平
成

　

平
成
2929
年
度
に
令
和

年
度
に
令
和
88
年
度
ま
で
の
基

年
度
ま
で
の
基

本
構
想
と
令
和

本
構
想
と
令
和
33
年
度
ま
で
の
前
期
基
本

年
度
ま
で
の
前
期
基
本

計
画
か
ら
な
る
「
第

計
画
か
ら
な
る
「
第
22
次
磐
田
市
総
合
計

次
磐
田
市
総
合
計

画
」
を
策
定
し
、
ま
ち
の
将
来
像
で
あ
る

画
」
を
策
定
し
、
ま
ち
の
将
来
像
で
あ
る

「
た
く
さ
ん
の
元
気
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

「
た
く
さ
ん
の
元
気
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

ま
ち
磐
田　

〜
今
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も

ま
ち
磐
田　

〜
今
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も

ず
っ
と
磐
田
〜
」
の
実
現
に
向
け
て
施
策

ず
っ
と
磐
田
〜
」
の
実
現
に
向
け
て
施
策

や
事
業
を
計
画
的
に
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

や
事
業
を
計
画
的
に
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

社
会
情
勢
の
変
化

　

第第
22
次
磐
田
市
総
合
計
画
の
策
定
か

次
磐
田
市
総
合
計
画
の
策
定
か

らら
55
年
が
経
過
し
、
こ
の
間
に
、
人
口
減

年
が
経
過
し
、
こ
の
間
に
、
人
口
減

少
と
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
社
会
全
体

少
と
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
社
会
全
体

の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
加
速
の
ほ
か
、
地
球

の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
加
速
の
ほ
か
、
地
球

温
暖
化
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
問
題
や

温
暖
化
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
問
題
や

激激げ
き
げ
き

甚甚じ
ん
じ
ん

化化かか

す
る
自
然
災
害
、
国
際
連
合
が
提

す
る
自
然
災
害
、
国
際
連
合
が
提

唱
す
る
持
続
可
能
な
開
発
目
標
(

唱
す
る
持
続
可
能
な
開
発
目
標
(
ＳＳ

エ
ス
デ
ィ
ー

エ
ス
デ
ィ
ーＤＤ

ＧＧジ

ー

ズ

ジ

ー

ズss
)
の
取
り
組
み
の
広
が
り
な
ど
、
社

)
の
取
り
組
み
の
広
が
り
な
ど
、
社

会
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
さ

会
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

世
界
的
な
流
行
は
、
健
康
や
生
命
だ
け
で

世
界
的
な
流
行
は
、
健
康
や
生
命
だ
け
で

な
く
、
社
会
・
経
済
シ
ス
テ
ム
や
人
々
の

な
く
、
社
会
・
経
済
シ
ス
テ
ム
や
人
々
の

意
識
、
価
値
観
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

意
識
、
価
値
観
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

後
期
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト

第
２
次
磐
田
市
総
合
計
画

問
政
策
推
進
課
（
本
庁
舎
４
階
）

　
　
　

☎
0
5
3
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－

4
8
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ペ
ー
ジ
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１
０
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「
第
２
次
磐
田
市
総
合
計
画
」
を
策
定
し
て
か
ら
５
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
ま
ち
の
将
来
像
で

「
第
２
次
磐
田
市
総
合
計
画
」
を
策
定
し
て
か
ら
５
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
ま
ち
の
将
来
像
で

あ
る
「
た
く
さ
ん
の
元
気
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
磐
田　

〜
今
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も

あ
る
「
た
く
さ
ん
の
元
気
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
磐
田　

〜
今
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も  

ず
っ
と
磐
田
〜
」

ず
っ
と
磐
田
〜
」

を
実
現
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

を
実
現
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

当
初
の
計
画
で
掲
げ
た
基
本
計
画
を
継
承
し
つ
つ
、
新
た
に
「

当
初
の
計
画
で
掲
げ
た
基
本
計
画
を
継
承
し
つ
つ
、
新
た
に
「
55
つ
の
安
心
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
加
え
、「
安

つ
の
安
心
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
加
え
、「
安

心
で
き
る
ま
ち
、
人
が
集
ま
る
磐
田
市
」
を
目
指
し
て
、
令
和

心
で
き
る
ま
ち
、
人
が
集
ま
る
磐
田
市
」
を
目
指
し
て
、
令
和
44
年
度
か
ら
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
で
あ
る
「
後

年
度
か
ら
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
で
あ
る
「
後

期
基
本
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

期
基
本
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

令
和
4
年
度
予
算
へ

　

令
和

　

令
和
44
年
度
は
、「
人
口
減
少
・
少

年
度
は
、「
人
口
減
少
・
少

子
高
齢
化
」「
デ
ジ
タ
ル
社
会
」「

子
高
齢
化
」「
デ
ジ
タ
ル
社
会
」「
Ｓ
Ｄ
Ｓ
Ｄ

ＧＧ
ss
・
自
然
環
境
」「
コ
ロ
ナ
禍
」
の

・
自
然
環
境
」「
コ
ロ
ナ
禍
」
の
44

つ
の
大
き
な
変
化
に
迅
速
に
対
応
す
る
た

つ
の
大
き
な
変
化
に
迅
速
に
対
応
す
る
た

め
に
、
計
画

め
に
、
計
画
と
の
連
動
を
意
識
し
、
「

と
の
連
動
を
意
識
し
、
「
55

つ
の
安
心
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
基
づ
き「
安

つ
の
安
心
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
基
づ
き「
安

心
」
を
政
策
推
進
の
柱
と
し
て
予
算
編
成

心
」
を
政
策
推
進
の
柱
と
し
て
予
算
編
成

を
し
ま
し
た
。
「
安
心
の
土
づ
く
り
・
未

を
し
ま
し
た
。
「
安
心
の
土
づ
く
り
・
未

来
へ
の
種
ま
き
予
算
」
と
位
置
付
け
、
変

来
へ
の
種
ま
き
予
算
」
と
位
置
付
け
、
変

化
に
し
な
や
か
に
対
応
し
、
将
来
に
わ
た

化
に
し
な
や
か
に
対
応
し
、
将
来
に
わ
た

り
安
心
で
き
る
暮
ら
し
が
持
続
可
能
な
ま

り
安
心
で
き
る
暮
ら
し
が
持
続
可
能
な
ま

ち
を
目
指
し
ま
す
。

ち
を
目
指
し
ま
す
。

後
期
基
本
計
画
の
策
定

　

令
和

　

令
和
44
年
度
以
降
の

年
度
以
降
の
55
カ
年
で
取
り

カ
年
で
取
り

組
む
べ
き
市
の
基
本
的
な
方
向
性
を
明

組
む
べ
き
市
の
基
本
的
な
方
向
性
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
後
期
基
本

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
後
期
基
本

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
で
は
、
基
本
構
想
に
掲
げ
る
「
た

　

計
画
で
は
、
基
本
構
想
に
掲
げ
る
「
た

く
さ
ん
の
元
気
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま

く
さ
ん
の
元
気
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま

ち
磐
田　

〜
今
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も

ち
磐
田　

〜
今
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も  

ず
っ
と
磐
田
〜
」
の
も
と
、

ず
っ
と
磐
田
〜
」
の
も
と
、
44
つ
の
大
き

つ
の
大
き

く
変
化
す
る
時
代
に
対
応
す
る
た
め
、
新

く
変
化
す
る
時
代
に
対
応
す
る
た
め
、
新

た
に
「

た
に
「
55
つ
の
安
心
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

つ
の
安
心
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

加
え
て
「
安
心
で
き
る
ま
ち
、
人
が
集
ま

加
え
て
「
安
心
で
き
る
ま
ち
、
人
が
集
ま

る
磐
田
市
」
を
目
指
し
ま
す
。

る
磐
田
市
」
を
目
指
し
ま
す
。

82022年（令和4年）4月号2022年（令和4年）4月号
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第
２
次
磐
田
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト

本格的な人口減少社会のなか、

磐田市に住み続けたい、住んで

みたいと思われる施策を総合的

に展開し、出生数の増加と社会

動態の改善を図ります。

令和8年度末

約165,700人以上

将来人口の目標4つの大きな変化

人口減少・少子高齢化 ＳＤＧｓ・自然環境

デジタル社会 コロナ禍

5つの安心プロジェクト

将来まで暮らしが「安心

できるいわた」

まちづくりと防災への安心

10年後へ向け価値を創造

し「安心できるいわた」

未来と仕事の安心

市役所を「判断する場所」

から「相談できる場所」

へ

安心できる市役所づくり

大きく変化する時代に対応するため、5年間

で重点的に取り組み、効果的に施策を推進

します。

乗り越えなくてはいけない課題は多くありますが、その

中でも特に４つの大きな変化にしなやかに対応します。

合計特殊出生率 出生数

子どもたちをど真ん中に

「安心できるいわた」

子どもたちの安心

歳を重ねても、障がいが

あっても、病気になって

も「安心できるいわた」

暮らしの健康の安心

9                 202２年（令和４年）4月号202２年（令和４年）4月号




